
会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）
条
幅
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

－ 28 －

◆
矢
島　

綏
香

 

（
師
範
一
位　

暢
香
）

温
か
く
潤
い
の
あ
る
線

が
魅
力
的
で
穏
や
か
な

臨
書
作
品
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ

◆
松
岡　

花
鴦　

 

（
師
範
二
位　

埼
玉
）

や
や
小
粒
に
書
か
れ
て

い
る
が
、
爽
や
か
感
が

あ
り
余
白
の
生
き
た
作

品
。　
　
　
　
　
　

Ｂ

◆
笠
松　

鳳
琴

 

（
師
範
六
位　

ベ
ル
）

運
筆
、
統
制
と
も
端
正

で
骨
格
が
し
っ
か
り
し

た
素
晴
ら
し
い
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

◆
吉
井　

香
舟

 

（
師
範
九
位　

東
台
）

伸
び
や
か
で
切
れ
の
良

い
結
体
が
纏
ま
り
魅
力

的
で
す
。
雅
印
の
向
き

は
？　
　
　
　
　
　

Ｈ

◆
高
橋　

珠
香

 

（
師
範
候
補　

船
橋
）

筆
圧
、
筆
勢
と
も
伸
び

や
か
で
、
力
強
い
表
現

の
見
応
え
あ
る
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

◆
森　

瑤
月

 

（
十
段　

綱
島
）

丁
寧
で
安
定
し
た
作
品

で
あ
る
。
穏
や
か
な
書

き
方
に
好
感
が
も
て
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ

◆
戸
辺　

萌
眞　
　

 

（
九
段　

萌
春
）

伸
び
や
か
な
線
で
流
動

感
が
あ
り
堂
々
と
し
た

作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｂ

◆
斉
藤　

白
舟

 

（
八
段　

東
台
）

闊
達
な
動
き
で
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
作
品
で
す

潤
渇
の
バ
ラ
ン
ス
も
大

変
佳
い
。　
　
　
　

Ｈ

◆
土
田　

翠
紹

 

（
七
段　

稲
城
）

潤
渇
、
強
弱
の
配
分
と

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
事

な
仕
上
が
り
で
素
晴
ら

し
い
。　
　
　
　
　

Ｃ

◆
竹
之
内
晴
玉

 

（
六
段　

伊
東
）

力
強
い
運
筆
で
適
切
な

墨
量
、
流
れ
の
良
さ
は
、

好
感
が
も
て
る
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

◆
山
田　

江
陽

 

（
五
段　

上
池
）

や
や
多
め
の
墨
で
、
全

体
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
持

た
せ
、
ま
と
ま
り
の
良

い
作
品
。　
　
　
　

Ｂ

◆
石
井　

柳
瑩

 

（
三
段　

公
柳
）

潤
筆
の
美
し
い
穏
や
か

で
上
品
な
作
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ
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会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）
条
幅
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

－ 29 －

◆
池
田　

桃
舟

 

（
師
範
二
位　

氣
舟
）

丁
寧
に
一
字
一
字
し
っ

か
り
と
書
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｘ

◆
今
村　

耕
雲

 

（
師
範
三
位　

兵
庫
）

伸
び
や
な
運
筆
で
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
リ

ズ
ム
を
感
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ

◆
フ
リ
ッ
シ
ュ
宇
仙

 

（
師
範
八
位　

瑞
国
）

し
な
や
か
で
無
駄
の
な

い
筆
線
、
す
っ
き
り
と

し
た
作
品
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ

◆
大
和
田
桃
春

 

（
八
段　

箭
弓
）

大
胆
且
つ
筆
力
が
あ
り
、

堂
々
と
し
た
半
折
作
品

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｘ

◆
清
水　

飛
圓

 

（
五
段　

飛
山
）

明
暗
を
強
調
し
、
流
麗

に
書
か
れ
、
雅
趣
豊
か

な
魅
力
的
な
作
品
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　

Ｉ

◆
川
﨑　

白
蘭

 

（
四
段　

大
和
）

筆
力
が
充
実
し
、
線
質

が
鮮
や
か
で
す
。
濃
墨

の
為
か
筆
峰
が
纏
ま
ら

ず
残
念
で
す
。　
　

Ｍ

◆
和
仁　

岐
山

　

（
八
段
優
位　

岐
阜
）

確
り
と
書
か
れ
、
安
定

感
の
あ
る
隷
書
作
品
に

仕
上
げ
ま
し
た
。
署
名

に
一
考
を
。　
　
　

Ｉ

◆
間
瀬　

雪
流

　

（
七
段　

愛
知
）

沈
着
し
た
線
に
筆
圧
の

変
化
が
見
え
巧
み
な
筆

致
に
「
曹
全
碑
」
の
品

格
さ
え
感
じ
る
。　

Ｍ

◆
深
谷　

玉
扇

　

（
五
段　

尾
久
）

首
尾
一
貫
、
自
然
な
流

れ
が
心
地
よ
く
、
纏
ま

り
も
大
変
よ
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　

Ｘ

◆
臼
井　

陽
風

　

（
四
段
秀
位　

神
奈
）

丁
寧
で
き
り
っ
と
し
た

作
品
。
お
手
本
を
良
く

見
て
行
き
届
い
た
筆
致
、

見
事
で
す
。　
　
　

Ｔ

◆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

翠
陽

　

（
四
段　

豪
州
）

じ
っ
く
り
と
書
か
れ
、

落
ち
つ
い
た
作
品
で
す
。

一
部
字
間
調
整
さ
れ
る

と
可
。　
　
　
　
　

Ｉ

◆
河
角　

飛
舟

　

（
二
段　

飛
山
）

し
っ
か
り
し
た
筆
使
い

で
行
立
て
も
良
く
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
作
品
で

す
。　
　
　
　
　
　

Ｄ

◆
神
田　

幸
子

　

（
一
級　

晃
山
）

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、

筆
の
動
き
が
見
事
で
す
。

署
名
を
少
々
大
き
め
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

◆
須
加　

敏
子

　

（
三
級　

行
田
）

穏
や
か
な
書
き
振
り
の

行
書
作
品
で
す
。
署
名

の
入
れ
方
が
巧
み
で
結

構
で
す
。　
　
　
　

Ｉ

◆
村
岡　

明
美

　

（
五
級　

愛
知
）

仮
名
の
も
つ
表
情
が
確

か
で
気
負
い
の
な
い
作

品
。
書
き
出
し
を
揃
え

ま
し
ょ
う
。　
　
　

Ｍ

◆
伊
藤　

広
美

　

（
六
級　

飛
山
）

丁
寧
な
書
き
振
り
で
、

結
体
も
一
字
一
字
、
整
っ

て
い
て
大
変
よ
い
と
思

い
ま
す
。　
　

Ｘ

◆
開　

里
代

　

（
七
級　

相
原
）

伸
び
や
か
で
丁
寧
な
作

品
。
筆
勢
も
強
く
、
良

く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ

◆
佐
藤　

光
枝

　

（
八
級　

八
橋
）

肉
太
な
線
で
堂
々
と
し

た
重
量
感
の
あ
る
作
品

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｄ
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会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）
半
紙
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

－ 30 －

◆
内
山　

秋
邨

（
師
範
位
十
段　

宮
苑
）

気
脈
が
通
っ
た
行
立
て

が
素
晴
ら
し
く
安
定
感

の
あ
る
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｈ

◆
大
橋　

翠
栴

（
師
範
位
十
段　

稲
城
）

筆
が
よ
く
動
き
字
形
も

確
り
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
精
進
し
て
下
さ

い
。　
　
　
　
　
　

Ｈ

◆
杉
田　

柏
静

（
条
幅
部
半
紙
十
段　

紫
峰
）

穏
や
か
な
線
で
ゆ
っ
た

り
と
書
か
れ
、
余
白
の

生
き
た
作
品
に
仕
上

が
っ
た
。　
　
　
　

Ｃ

◆
清
水　

翠
蕾

（
条
幅
部
半
紙
十
段　

稲
城
）

筆
力
が
あ
り
闊
達
な
流

れ
を
展
開
し
て
い
て
魅

力
的
な
作
品
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ

◆
細
貝　

靑
陽

　

（
九
段　

花
陽
）

ゆ
る
み
の
な
い
点
画
で

気
迫
が
伝
わ
っ
て
来
る

強
い
線
質
も
魅
力
の
あ

る
作
品
。　
　
　
　

Ｓ

◆
板
倉　

佳
楓

　

（
八
段　

敦
楓
）

波
磔
も
丁
寧
に
書
か
れ
、

運
筆
の
リ
ズ
ム
が
良
い
。

余
白
も
生
き
て
い
る
作

品
。　
　
　
　
　
　

Ｂ

◆
長
田　

柏
香

　

（
七
段　

紫
峰
）

穂
先
の
食
い
込
み
が
強

く
、
慎
重
な
筆
使
い
が

見
事
で
気
品
の
あ
る
作

品
。　
　
　
　
　
　

Ｓ

◆
中
川　

静
月

　

（
七
段　

伊
東
）

力
強
い
食
い
込
み
の
良

い
運
筆
が
見
事
。
名
前

が
少
々
小
さ
い
の
で
注

意
が
必
要
。　
　
　

Ｙ

◆
有
松　

聖
南

　

（
六
段　

藤
沢
）

鋒
先
の
利
い
た
線
で
筆

の
弾
力
を
生
か
し
た
練

度
の
濃
い
作
品
。　

Ｂ

◆
田
代　

綏
靑

　

（
六
段　

桜
秀
）

淀
み
な
く
美
し
い
筆
の

流
れ
に
潤
渇
の
表
現
も

見
事
で
す
。　
　
　

Ｈ

◆
小
川　

柳
溪

　

（
五
段　

公
柳
）

ち
ら
し
の
流
れ
が
巧
み

で
、
間
合
い
が
素
晴
ら

し
い
和
歌
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ

◆
齋
藤　

凌
花

　

（
四
段　

相
模
）

字
形
、
線
質
と
も
習
熟

さ
れ
て
お
り
、
力
強
い

運
筆
の
見
事
な
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

◆
古
山　

千
琳

　

（
四
段　

上
池
）

神
経
の
行
き
届
い
た
運

筆
に
引
き
締
ま
っ
た
線

で
気
品
の
あ
る
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

◆
種
谷　

綵
香

　

（
三
段　

桜
秀
）

伸
び
の
あ
る
線
で
、
一

点
一
画
、
丁
寧
に
書
か

れ
、
神
経
の
行
き
届
い

た
作
品
。　
　
　
　

Ｂ

◆
西
村　

凰
麗

　

（
三
段　

伊
東
）

き
り
っ
と
し
た
作
品
で
、

穂
先
が
効
い
て
文
字
の

形
も
良
い
。　
　
　

Ｂ

◆
中
村　

柳
翠

　

（
初
段　

公
柳
）

よ
く
手
本
を
見
て
繊
細

な
線
質
で
書
か
れ
た
優

し
い
手
紙
文
で
す
。
Ｈ

◆
堀
井　

柏
慧

　

（
初
段　

紫
峰
）

伸
び
の
あ
る
線
で
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
運
筆
で
、

情
感
の
あ
る
書
き
振
り

が
良
い
で
す
。　
　

Ｂ

◆
疋
田　

典
子

　

（
初
段
候
補　

藤
沢
）

腕
の
動
き
が
大
き
く
伸

び
伸
び
と
し
た
運
筆
が

と
て
も
良
い
草
書
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　

Ｃ

◆
柳
田　

悦
子

　

（
一
級　

稲
城
）

真
面
目
に
書
き
込
ま
れ

て
、
余
白
を
生
か
し
た

美
し
い
作
品
。　
　

Ｓ

◆
丸
尾　

恭
子

　

（
一
級　

藤
沢
）

流
れ
る
よ
う
な
草
書
が

美
し
い
流
れ
を
出
し
て

い
る
。
練
度
の
高
い
作
品
。

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｙ

◆
落
合　

千
春

　

（
八
級　

神
奈
）

手
本
を
良
く
見
て
真
面

目
な
書
き
方
が
良
い
。

今
後
の
精
進
に
期
待
す

る
。　
　
　
　
　
　

Ｙ

◆
宮
崎　

艶

　

（
八
級　

綱
島
）

丁
寧
な
筆
使
い
が
良
い
。

全
体
の
配
置
も
良
く
、

こ
の
級
位
で
は
見
事
で

あ
る
。　
　
　
　
　

Ｙ

◆
竹
内　

桃
雪

（
高
校
の
部　

特
待
七
位　

門
馬

）

運
筆
に
無
理
が
無
く
素

直
な
書
き
振
り
。
作
品

に
強
弱
が
表
現
出
来
る

と
更
に
良
く
な
る
。
Ｈ

岡
村　

紅
雨

（
高
校
の
部　

六
段　

紅
雲
）

よ
く
纏
め
て
い
ま
す
が

少
し
毛
質
が
硬
い
か
も
。

羊
毛
を
使
っ
て
み
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。
Ｈ
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－ 31 －

会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）　

条
幅
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

教
え
る
こ
と
は
半
ば
学
ぶ
こ
と
な
り　
　

本
協
会
で
は
、
生
徒
一
人
で
も
支
部
が
開
け
ま
す
。
支
部
を
開
い
て
独
立
し
ま
し
ょ
う
。

池上　京綏 今村　千花 飯盛　香鵑 奥貫　祥秋 川前　聡香 久米　瑤堂 榎本　禮清 三原　柏鷗 岡田　翠蘭 金子　翠嶺

関根　華溪 杉田　柏静 多々良竹陽 笹生　麗月 岸岡　柏光 小野　香岐 工藤　香佳 鵜川　啓泉 大庭　柏聲 髙橋　珠風

松本　聖珀 村瀬　楓月 星野　卜聖 奥山　花琳 内田　柳珠 谷奥　綏秀 荒木　聖香 古河　邑苑 窪田　孤泉 小笠原聖櫻
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－ 32 －

会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）　

条
幅
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

教
え
る
こ
と
は
半
ば
学
ぶ
こ
と
な
り　
　

本
協
会
で
は
、
生
徒
一
人
で
も
支
部
が
開
け
ま
す
。
支
部
を
開
い
て
独
立
し
ま
し
ょ
う
。

福田　玉濤 中田　華舟 荻野　翠翔 楠本　朱洸 井上　汀香 成田　松畦 新島　桃蕾 笠松　朱雀 岡部　玉皐 橋本　湖鶯

仁平　庭峰 大嶋　鶴蕙 湯本　麗苑 平井　成佳 鹿島　朱皐 葉本　清竹 大沼　鶴華 田中　香穂 橋本　紅秋 藤沢　玉鸞

青木　鶴曄 宮坂　櫻蘭 河井　琴洞 髙木　秀嶺 大塚　朱泉 椎名　鶴蓉 小坂　桃月 飛田　正嚴 石川　瑞泉 イングリッシュ翠陽
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－ 33 －

会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）　

半
紙
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

北村　春峰

川崎　柏秋

阿部　春子

石塚　翠寶 多田　江玖 高木　白州 及川　濤苑 大庭　柏聲 杉野　翠芳 飯盛　香鵑

藤井　花陰 笹生　麗月 多々良竹陽 神田　敬眞 増田　鷗苑 山﨑　珠桐 三大寺黄葉

竹内　江英 森田　紅志 川崎　柏春 山田　江陽 吉井　香舟 小笠原聖櫻 内堀　光雪

及川　柳芳 小竹　翠奏 鴨原　水花 原　　夢笙 河野　聖遂 コデリッチ皐州

山口かおり 府玻　聡子 荒川　豊水 中島　順子 酒井　珠鶯 中根　東鶴

市川みのり 宮城　紅仙 田中　柚華 勝田　千穂 堀井由貴子 横山　喜子

5年3月号.indd   33 2023/02/08   15:51:13



－ 34 －

会
員
参
考
作
品
紹
介
（
11
月
号
作
品
）　

半
紙
の
部　
（
敬
称
を
略
し
ま
す
）

清宮　花鶴

佐藤　香龍

平岡　洋子

小林　飛蓉 山口　牧春 林　  鶴壽 建 　 飛祥 佐久間秋黄 小林　鶴嶺 須山　玉蓉

フリッシュ宇仙 大熊　慧鶴 池田　桃舟 斉藤　飛露 大森　玉霞 井上　雙鶴 岡田　琴陽

髙木　秀嶺 福田　玉濤 宇田川菖苑 向井　悠山 大和田桃燕 平井　靜風 加藤　聖涯

丑久保鶴陽 荻野　朱澄 遠藤　秋映 神谷　翔雪 永江　蘇秀 小菅　鳳花

橋山　苳林 時田　桂鳳 鯨井　潮仙 藤本　峻玉 鯨井　朱晃 宮坂　櫻蘭

田口　仙水 正木　花園 菊地　紅萃 倉持　　歩 小野　令理 高木真寿美
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